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1. はじめに 

本研究室では高齢者や児童の身守りの安否確認シ

ステムとしてアクティブ RFID タグの使用を検討してきて

いる。先行研究より、アクティブ RFIDタグ発信に必要な

温度差は6[℃](発電電圧300[mV])である[1]。また外出

時に必ず履く靴に着目し、靴内温度と靴外温度による

温度差発電の検討を行ってきた。熱電変換素子１個あ

たりの発電電圧は１[℃]で 50[mV]である[2]。 

本研究では、先行研究で行われていなかった運動

状態における靴外部側面温度と外気温で屋内におけ

る温度差発電の検討を行う。 

 

2. 実験内容 

 図１は本実験で使用した靴の測定箇所を示す。この

靴は、先行研究より最も温度変化量が少なく発電に適

していると考えられる。温度差発電の検討方法は、先

行研究で得られた 1[℃]あたり 50[mV]の発電電圧を基

に計算で算出した。 

(1)静止時における靴側面温度測定 

静止した状態における外部温度測定を行う。温度差

は靴側面温度と外気温の差を計算により算出した。 

(2)階段昇降時における靴外部温度測定 

１階～４階の階段を使用し、昇降および下降時の靴

外部温度を測定した。温度差は靴側面温度と外気温の

差を計算により算出した。また階段昇降および下降は、

歩行と走行の 2 通り行い、各々の速度は計算によって

算出した。 
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図１ 測定箇所 

 

3. 実験結果 

(1)静止時における靴外部温度測定 

外気温は 25[℃]であった。測定開始時の温度は

28.8～29[℃]であり、測定終了後には 27.8～28.1[℃]

に温度が低下した。外気温と靴外部側面の温度差は

2.8～4[℃]得られた。 

(2)階段歩行時における靴外温度測定 

図２は階段昇降および下降時における靴側面温度

である。測定場所の外気温は１階から４階で 28.6～

33.1[℃]である，階段を昇降するたびに靴側面温度は

上昇し、下降するたびに低下していることがわかる。走

行時の階段昇降および下降時における靴外部側面温

度は、歩行時と比べ 1.5[℃]の変化であった。靴外部側

面温度と外気温の温度差は 1～4[℃]であった。 
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図 2 階段昇降および下降時における靴外部側面温度 

 

4. まとめ 

・階段昇降時における靴外部側面温度と外気温の発電

電圧は最低50[mV]，最高 200[mV]であることが確認さ

れた。 

・歩行および走行時における靴両側面の温度変化量

は 1.5[℃]であった。 
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